あんだい せい じゅうけい こう れん 

安 大成 は 重慶の 人であった。 父 は 孝廉の 科に 及第 

した 人で あつたが 早く 没くな り、 弟の 二 成 はま だ 幼 

ちん おさ な さんご 

かった。 大成 は陳 姓の 家から 幼な 名 を 珊瑚と いう 女 を 

めと しん 

娶 つたが、 大成の 母の 沈と いうの は、 感情の ねじれた 

冷酷な 女で、 珊瑚 を 虐待した けれども、 珊瑚 はすこし 

も怨 まなかった。 そして、 朝 あさ 早く 起きて は 身 じ ま 

い をして、 母の 所へ 挨拶に いった。 

大成が その 時 病気に なった。 母 は 珊瑚が みだらで あ 

の つ ，- 

るから だとい つて、 ある 朝 珊瑚 を 責め 詬 つた。 珊瑚 

は 自分の 室へ 入って 化粧 をお として 母の 前へ いった。 

それ を 見て 母 はます ます 怒った。 珊湖は 額 を 地に 打ち 



つけて あやまった。 大成 は 親孝行であった。 それ を 見 

て 鞭 を 執って 珊瑚 を 打った。 それで 母の 気がす こし 晴 

れて その 場 は 収まった が、 母 は それから ますます 珊瑚 

を 憎んで、 珊瑚が 心から 仕えても 一 言 も 物 をい わな 

かった。 

大成 は 母が 珊瑚に 怒って いる こと を 知った ので、 我 

が 家に 寝ずに 他所で 泊って、 珊瑚と 夫婦の 交わり を 

絶って いる こと を 見せた が、 それでも 母の 気持ち はな 

おらなかった。 何 かにつ けて 怒り 罵る の は 皆 珊瑚のと 

ばっちりであった。 大成 は、 

かない リ ようしん 

「妻 を もらう の は、 舅姑に つかえさせる ためな の だ _ 



て めんどう を 見た の は、 私の 嫁でなくて お前の 嫁 だ 

よご 

大成の 母 は 驚いて いった。 

「なんです つ て ご 

「珊瑚 は 長い ことこ こにいる の だよ。 あの 送って くれ 

た 食物 は、 皆 あれが 夜績 での こした もの だよ ご 

大成の 母 は それ を 聞く と 涙 を 流して い つた。 

「私 は、 嫁に あわす 顔が ありま せんご 

姨は そこで 珊瑚 を 呼んだ。 珊瑚 は 涙 を 目に 一 ぱいた 

めて 出て 来て、 べったりと 身 を 投げ 伏してし まった。 

大成の 母 は * じて ひどく 自分で 自分の 身 をせ めた。 



「母子が やっと 生計 をた てて おります。 どうして、 そ 

んな たくさんの 金が できましょう ご 

さるす ベ リ 

「紫 薇樹の 下に 金 をし まって おいた。 それ を 掘って つ 

),s ヽ ヽ o 一 

力、 つ 力 レレ 」 

大成 はも 一度 精し いこと を 訊こうと したが、 老人 は 

もう 何もい わなかった。 しばらくして 大成 は 夢の 覚め 

たように なって、 何 をして いたの か茫 としていて 自分 

で 自分の やって いた ことが 解らなかった。 

大成 は 帰って来て それ を 母に 話した が、 あま リ不思 

議 であるから 母 もや はり 深く は 信じなかった。 臧 はこ 

あなぐら あば 

のこと を 聞く ともう 数人の 者 を つれていって 窖 を 発 



あった。 しかし 大成 は 父親の 遺した ものであるから 自 

分 一人で 取る に 忍びない ので、 二 成 を 呼んで それ を 同 

じょうに 分け、 めいめい 囊に 入れて 帰った。 

やがて 家へ 帰った 二 成 は、 臧と 二人で それ を しらべ 

ようと 思って、 囊のロ を 開けて みた。 囊の 中には 瓦と 

小石が 一 ぱい 入って いたので 大いに 駭 いた。 臧はニ 成 

が 兄の ために 愚に せられた のだろう と 思 つ て、 一 一成 を 

兄の 所へ やって 容子を 見さした。 兄 は その 時囊 から 出 

した 金 を 几の 上に ならべて、 母と よろこび あっていた- 

そこで 二 成 は 兄に 事実 を 話した。 安 も それに は駭 いた 

ぁゥっ 

が、 心で は ひどく 一 一成 を 隣 に 思 つ て、 その 金 をす つか 



兄が 先ず 貢物の 金 を 隠して おいた もの だろうと 思って、 

ii 心って 兄の 所へ いって 兄 を 責め 罵った。 大成 は そこで 

二 成が 金 を 返して 来た 故 を 知った のであった。 珊瑚 は 

臧を 迎えて 笑顔 をして いった。 

「財産が もどった じゃありません か。 なぜ そんなに 怒 

リます 」 

そこで 大成に 地 券 を 出さして 臧に 渡した。 と、 二 成 

は ある 夜 父の 夢を見た。 父 は 二 成 を 責めて いった。 

きさま 

「汝は 不孝 不弟 であるから、 死期が もうせ まってい 

もの 

るの だ。 僅かな 田地 も汝の 有に ならない。 持って いて 

どうす るつ もりな の だ ご 
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